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ト
ピ
ッ
ク
ス

○
夏
は
冷
房
の
温
度
を
二
十
八

　
度
以
上
に
設
定
し
、
定
期
的

　
に
フ
ィ
ル
タ
ー
を
掃
除
す
る

○
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
を
心
掛

　
け
、
ご
み
は
正
し
く
分
別
す

　
る

○
蛇
口
を
小
ま
め
に
閉
め
る
な

　
ど
、
節
水
を
心
掛
け
る

○
照
明
や
家
電
製
品
な
ど
の
電

　
源
は
小
ま
め
に
切
る

○
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
（
ふ
ん
わ
り

　
ア
ク
セ
ル
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ

　
ス
ト
ッ
プ
）
を
実
践
す
る

○
マ
イ
バ
ッ
グ
、
マ
イ
ボ
ト
ル

　
を
持
ち
歩
く

○
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
な
ど

　
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

　
器
を
家
庭
に
導
入
す
る

　
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と

し
て
、
ヘ
チ
マ
や
ゴ
ー
ヤ
な
ど

の
ツ
ル
性
植
物
に
よ
る
緑
の

カ
ー
テ
ン
の
普
及
を
図
る
た
め
、

同
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
者
全
員
に
参
加
賞
、
入
賞

者
に
は
副
賞
を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
　
応
募
用
紙
を
郵

　
送
で
同
課
へ
（
直
接
持
参
・

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
）

▼
応
募
期
間
　７
月
３
日
㈪
〜

　
９
月
13
日
㈬

※

詳
し
く
は
、
同
課
へ
。

　
市
で
は
、
事
業
者
の
皆
さ
ん

が
所
有
す
る
店
舗
や
工
場
な
ど

に
専
門
家
を
派
遣
し
て
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
効
率
的
な
運
用
診
断

や
講
演
会
を
行
い
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
　
年
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

　
用
量
が
原
油
換
算
で
百
キ
ロ

　
リ
ッ
ト
ル
未
満
の
事
業
者

▼
応
募
方
法
　
☎
で
同
課
へ

事
業
者
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
を
支
援

身
近
に
で
き
る
行
動

緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
ク
ー

ル
を
開
催

環境にやさしい生活を心掛けましょう環境にやさしい生活を心掛けましょう
　６月は環境月間、６月５日は環境の日です。環境月間を
きっかけとして、環境保全の大切さについて認識を深め、
私たち一人一人の生活を見つめ直しましょう。

　６月は環境月間、６月５日は環境の日です。環境月間を
きっかけとして、環境保全の大切さについて認識を深め、
私たち一人一人の生活を見つめ直しましょう。

6 月は環境月間です6月は環境月間です

○お問い合わせ
　環境企画課環境企画係　☎22‒7528

光化学スモッグに要注意！
環境企画課環境保全係　☎22－7441

　日差しが強くて気温も高く、風の弱い日に
は、工場や自動車などから排出される大気汚
染物質が、太陽の紫外線を受けて化学反応を
起こし、光化学オキシダントを発生させます。
　この光化学オキシダントが溜まり、白くモ
ヤがかかったような現象を、光化学スモッグ
と呼びます。これから夏にかけて、光化学ス
モッグが発生することが多くなるため、正し
い知識を身に付けて、被害を予防しましょう。
○光化学スモッグ注意報が発令されたら
①できるだけ窓を閉め、外出を控える　②健
康状態に不安がある方は、室内で安静を保つ
③目や喉に刺激を感じた場合は、すぐに洗眼
やうがいを行い、保健所地域保健課健康増進
係（☎27‒8594）へ連絡する
※同注意報の発令は市ホームページ、市防災
　メールなどでお知らせします。

夏28℃

スイッチオフ

節水ごみ分別

エコドライブ マイバッグ

文部科学大臣表彰
　　　　＝年齢は４月19日現在。敬称略＝
○科学技術賞
▷小松道男54＝小松技術士事務所所長　草
　　　　　　　木台
　同表彰は、科学技術に関する研究開発、
理解増進などにおいて、顕著な成果を収め
た方に授与されるものです。
○子供の読書活動優秀実践校・図書館・団
　体（個人）
▷内町小学校
▷いわき総合図書館
　同表彰は、子どもの読書活動
推進において、特色ある優れた
取り組みを行っている学校や図
書館などに授与されるものです。

iw
aki.fukushim

a.jp
kankyokikaku@

city.

　
市
の
情
報
公
開
制
度
と
個
人

情
報
保
護
制
度
に
つ
い
て
、
平

成
二
十
八
年
度
の
開
示
請
求
件

数
と
、
こ
れ
に
対
す
る
市
の
開

示
決
定
内
容
な
ど
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
開
示
請
求
　
４
百
74
件

▼
市
の
開
示
決
定
　①
全
部
開

　
示
＝
３
百
55
件
（
74
・
９

　
％
）
　
②
部
分
開
示
＝
百
17

　
件
（
24
・
７
％
）
　
③
不
開 

　
示
＝
２
件
（
０
・
４
％
）

　
平
成
二
十
八
年
度
末
に
、
市

が
保
有
し
て
い
た
個
人
情
報

フ
ァ
イ
ル
（※

）
は
八
百
八
十

件
で
し
た
。

　
な
お
、
保
有
個
人
情
報
の
訂

正
請
求
や
利
用
停
止
請
求
は
、

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

▼
開
示
請
求
　
２
百
３
件

▼
市
の
開
示
決
定
　①
全
部
開

　
示
＝
百
80
件
（
88
・
７
％
）

　
②
部
分
開
示
＝
12
件
（
５
・

　
９
％
）
　
③
不
開
示
＝
11
件

　
（
５
・
４
％
）

　
各
制
度
で
は
、
市
の
開
示
決

定
に
対
し
て
、
申
請
者
が
審
査

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
成
二
十
八
年
度
は
、
平
成

二
十
七
年
度
か
ら
審
査
継
続
中

の
案
件
が
一
件
の
ほ
か
、
新
た

に
二
件
の
審
査
請
求
が
あ
り
ま

し
た
。

　
審
査
継
続
中
の
一
件
に
つ
い

て
は
棄
却
す
る
決
定
が
な
さ
れ

ま
し
た
が
、
他
の
二
件
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
決
定
に
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。
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○
お
問
い
合
わ
せ

　情
報
公
開
セ
ン
タ
ー

　☎
22
・
7
4
3
6

情
報
公
開

個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

情
報
公
開
制
度

個
人
情
報
保
護
制
度

審
査
請
求
の
状
況

市長部局
教育委員会
選挙管理委員会
監査委員
公平委員会
農業委員会
固定資産評価審査
委員会
消防本部
水道局
総合磐城共立病院
議会

個人
情報

情報
公開実　施　機　関

○実施機関別の開示請求件数

合　　　計

346
28
2
0
0
0

0

3
86
1
8
474

110
1
0
0
0
0

0

2
6
84
0
203

＝年齢は４月29日現在。50音順・敬称略＝

平成29年春の叙勲・褒章

○旭日単光章
　運賀達郎83＝汐留区区長　小名浜
　鈴木理73＝市農業委員会会長　平下高久
○瑞宝小綬章
　佐藤義人71＝元海上保安庁海洋情報部測量船
　　　　　　　拓洋船長　好間町上好間
○瑞宝双光章
　強口紀之74＝元市消防団団長　好間町中好間
　佐藤正70＝元公立中学校長　平下荒川
　高津達男70＝元副市長　小名浜
　山崎英子70＝調停委員　平

○瑞宝単光章
　石山亮子79＝元民生・児童委員　植田町
　金成一郎69＝元市消防団副団長　錦町
　佐藤和己65＝元日本郵政公社職員　泉町
　松山登美子70＝元各種統計調査員　内郷宮町
　渡部喜和69＝元市消防団副団長　久之浜町久之
　　　　　　　浜
○藍綬褒章
　鈴木文忠73＝保護司　平

※個人情報ファイル　
　保有個人情報を含む情報の集合物で、
事務の目的を達成するために特定の保
有個人情報を検索できるよう、体系的
に構成したもの。または、氏名・生年
月日・その他の記述などにより、特定
の保有個人情報を検索できるよう、体
系的に構成したもの　

平
　成

28
年
度

　本市からは、次の13人の方々が晴れの栄誉に輝きました。
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連
載
シ
リ
ー
ズ

い
わ
き
の
誕
生
③

　
地
名
に
は
、
地
域
の
歴
史
を
知
る
ヒ
ン
ト

が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
各
所
の
地
名
に

ま
つ
わ
る
由
来
な
ど
を
紹
介
し
「
い
わ
き
」

の
歴
史
を
ひ
も
と
き
ま
す
。

　市民の皆さんの安全・安心を担う地域医療
体制は、東日本大震災前から勤務医不足が取
り沙汰されていましたが、震災・原発事故後
は、さらに厳しい状況に陥っています。
　市では、これまでも県立医科大学や北里大
学への寄附講座の開設のほか、東北大学大学
院と連携講座の設置に関する協定を結ぶなど、
医師確保に努めているところですが、根本的
な解決には至っていないのが現状です。

　そこで、安心できる医療体制を確保するた
め、市、医療機関、市民の皆さんが、それぞ
れの立場で果たすべき役割を明確化し、協力
して地域医療を守り育てることを目的に、東
北地方の自治体では初めてとなる「市地域医
療を守り育てる基本条例（案）」を、市議会
６月定例会に提案する予定です。
　また、さらなる医師確保に努めるとともに、
総合磐城共立病院の新病院の建設を進め、福
島労災病院や国立病院機構いわき病院、民間
病院や診療所との連携を深めることで、市全
体の安全・安心な医療体制を構築してまいり
ます。
　なお、地域医療体制構築の一環として、６
月１日に市医師会協力の下、休日夜間急病診
療所を移転開所しました。

こんにちは 市長室からこんにちは 市長室から

いわき市長　清 水 敏 男

地域医療を守り
　　　育てるために！

㉕

　昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
前
後
、
地
方
行

政
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
定
め
ら
れ
た

「
町
村
合
併
促
進
法
」
に
基
づ
き
、
全
国
的
に

広
域
合
併
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　本
地
方
に
お
い
て
も
合
併
が
進
め
ら
れ
、
こ

の
う
ち
小
名
浜
町
を
中
心
と
し
て
、
江
名
町
、

泉
町
、
鹿
島
村
、
渡
辺
村
の
合
併
と
い
う
枠
組

み
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
合
併
に
際
し
て
各
町
村

の
合
意
が
必
要
と
な
っ
た
の
が
、
市
庁
舎
と
市

名
で
し
た
。
　

　こ
の
う
ち
小
名
浜
町
庁
舎
は
、
昭
和
二
十
八

（
一
九
五
三
）
年
に
建
設
し
た
ば
か
り
だ
っ
た

の
で
、
新
市
庁
舎
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
が
、
市
名
の
決
定
は
難
航
し
ま

し
た
。
江
名
町
は
「
石
城
市
」
を
提
案
し
ま
し

た
が
、
小
名
浜
町
は
、
こ
れ
を
尊
重
し
な
が
ら

も
、
す
で
に
「
石
城
郡
」
が
あ
る
こ
と
か
ら

「
磐
城
市
」
を
提
案
し
、
こ
の
案
が
そ
れ
ぞ
れ

の
町
村
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
す
。

　し
か
し
、
新
市
発
足
後
、
分
か
り
づ
ら
い
と

い
う
意
見
が
小
名
浜
地
区
住
民
か
ら
起
こ
り
、

こ
れ
が
市
名
改
称
と
い
う
問
題
に
発
展
し
ま
し

た
。
市
議
会
で
協
議
が
繰
り
返
さ
れ
ま
す
が
、

容
易
に
決
着
が
つ
か
ず
、
最
終
的
に
無
記
名
投

票
に
よ
り
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
市

名
に
賛
成
の
票
が
十
八
票
、
反
対
の
票
が
十
五

票
と
い
う
わ
ず
か
の
差
で
、
磐
城
市
の
ま
ま
と

な
っ
た
の
は
、
昭
和
三
十
二
（
一
九
五
七
）
年

六
月
開
会
の
市
議
会
に
お
い
て
で
し
た
。

（
い
わ
き
地
域
学
會
　小
宅
幸
一
）

※

い
わ
き
市
内
の
昔
の
写
真
を
お
持
ち
で
、
提

　供
い
た
だ
け
る
方
は
、
ふ
る
さ
と
発
信
課

　（
☎
22
・
７
５
０
３
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

　い
。

磐城市誕生の横断幕（小名浜本町通り）〔昭和29
（1954）年３月　長谷川達雄氏撮影〕

地
名
の
中
の

　
　
﹁
い
わ
き
﹂

地
名
の
中
の

　
　
﹁
い
わ
き
﹂

市
民
の
ひ
ろ
ば
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い
ま
す
。
六
月
二
十
五
日
に
福
島
支
部
予

選
大
会
、
七
月
十
六
日
に
は
福
島
サ
ー

フ
ィ
ン
連
盟
主
催
「
が
ん
ば
ろ
う
福
島
in

四
倉
」
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
七
月
初
旬
に
勿
来
海
岸
で
、
ラ

イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
や
サ
ー
フ
ィ
ン
体
験
な

ど
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、

サ
ー
フ
ィ
ン
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
え
た

ら
う
れ
し
い
で
す
。

Ｑ
　
今
後
の
目
標
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
い
わ
き
で
は
三
十
代
か
ら
四
十
代
の
方

が
中
心
に
頑
張
っ
て
い
る
の
で
、
若
い
世

代
の
サ
ー
フ
ァ
ー
を
増
や
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
い
わ
き
か
ら
世
界

で
活
躍
で
き
る
よ
う
な
サ
ー
フ
ァ
ー
を
育

て
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
生
涯
現
役
で
、

波
に
乗
り
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

れ
る
と
こ
ろ
が
魅
力
で
す
。
良
い
波
に

乗
っ
て
、
技
が
決
ま
っ
た
と
き
に
は
達
成

感
が
あ
り
ま
す
。
天
気
が
良
い
日
に
、

ボ
ー
ド
に
乗
っ
て
沖
に
向
か
っ
て
進
ん
で

い
く
と
き
も
、
と
て
も
気
持
ち
良
い
で
す
。

ま
た
、
海
が
競
技
場
な
の
で
、
自
然
の
厳

し
さ
を
感
じ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
　
サ
ー
フ
ィ
ン
を
通
し
て
感
じ
る
い
わ

き
の
良
さ
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
温
暖
な
気
候
に
加
え
、
四
倉
か
ら
勿
来

ま
で
、
サ
ー
フ
ポ
イ
ン
ト
が
多
数
あ
る
の

で
、
い
わ
き
の
海
は
サ
ー
フ
ィ
ン
に
最
適

の
場
所
で
す
。
全
国
か
ら
サ
ー
フ
ァ
ー
が

訪
れ
る
魅
力
あ
る
い
わ
き
の
海
を
大
切
に

す
る
た
め
、
仲
間
と
協
力
し
て
年
二
回
の

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
活
動
や
、
大
会
後
は
必

ず
砂
浜
の
ご
み
拾
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
今
後
ど
ん
な
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
か
。

　
四
倉
海
岸
で
多
く
の
大
会
を
予
定
し
て

Ｑ
　
サ
ー
フ
ィ
ン
を
始
め
た
き
っ
か
け
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
サ
ー
フ
ィ
ン
を
や
っ
て
い
た
父
の
影
響

を
受
け
、
八
歳
か
ら
サ
ー
フ
ィ
ン
の
練
習

を
始
め
ま
し
た
。
猛
練
習
を
重
ね
、
小
学

校
高
学
年
か
ら
は
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

平
成
四
年
、
高
校
生
の
時
に
は
、
世
界
ア

マ
チ
ュ
ア
選
手
権
大
会
の
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

で
四
位
と
な
り
、
日
本
人
で
初
め
て
表
彰

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

各
種
大
会
で
優
勝
や
入
賞
を
重
ね
、
平
成

五
年
に
プ
ロ
テ
ス
ト
に
合
格
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
プ
ロ
サ
ー
フ
ァ
ー
と
し
て
活
動

し
、
日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
福
島
支
部
長

も
務
め
て
い
ま
す
。
負
け
ず
嫌
い
な
性
格

な
の
で
、
誰
よ
り
も
う
ま
く
な
る
と
い
う

思
い
で
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
　
サ
ー
フ
ィ
ン
の
魅
力
は
何
で
す
か
。

　
ス
ピ
ー
ド
と
ス
リ
ル
、
波
と
一
体
に
な
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市民のひろば 魅力あふれるいわきの創生 
～いわきの芸術・文化・スポーツ～

　今月号は、本市を拠点に活動しているプロサーファーの渡辺
広樹さんに、これまでの経歴やサーフィンの魅力、今後の目標
などについてインタビューした内容をお伝えします。

実行委員会のメンバーと勿来海岸で開催するイ
ベントについて協議

渡辺広樹さん（プロサーファー）

いわきの海で波に乗る渡辺さん


